
•鍋底の厚さが薄い （0.8 mm 以下）鍋は、炒めものや空 
だきの強めの火力でのご使用はひかえ、弱めの火力 
で使用してください。（鍋底の変形を防ぎます。） 



•同じ鍋でも、左•右•中央の IH ヒーターで火力が異な 
る場合があります。また小さい鍋では、通電できる 
場合とできない場合があります。 

•左•右•中央の IH ヒーターの同時使用、または鍋の種類 
によって、音（ジー音、カチカチ音、キーン音など）が 
発生する場合があります。これは磁力線による鍋の振 
動で、異常ではありません。そのまま使用してください。 

⑩鍋底の水分や汚れ、付着物などは、必ずふき取ってか 
ら使用してください。（鍋が動いたり、湯気が噴出した 
りトッププレートに汚れが付着する恐れがあります。） 




參受皿にはアルミホイル、クツキングシ_卜などを入れないで 
使用してください。 

•焼網と受皿は必ずセツトして使用してください。（やけどや 
火災の原因となります。） 

參受皿はホルダーにセツトしてください。（ホルダーの接合部 
にのりあげたり、下ヒーターに直接載せないでください。） 
•焼網をセツトするときは焼網の支え部を手前にして載せてく 
ださい。 


•グリルドアはフ 
□ントグリルに 
密着するまで 
押し込んでく 
ださい。 
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続けて使わな以と®は 


環！1を押し、 霸源を切る 


を押してからを押しても通電できます。 

: A ✓ \ \ 敏救敏::ミ 翁激激敏竣叙敏參綠鱗 较金數 


トツププレートの温度が約 8010 以下になるまで「高 




16 



































































































































とろ火•弱火 中火 強火•八ィパヮ ー 

『••』〜『 S 』 『&』〜『&•』 『3』〜『纪』 

•火力に応じて、液晶表示が3色に光り、バーの長さと数値で火力の設定状態を表示します。 

•火力は「1 」〜 n 2」まで調節できます。（中央ヒーターの火力は n 」〜「9」まで調節できます。） 

•液晶表示は、左•右 • 中央匕ーターの操作を終えてから約1◦秒後に減光します。再度操作をすると、もとの明るさに戻ります。 

火力の目安 



•火力「12」は火力が強いため、特に少量の食品を調理する時は、鍋やフライパンを傷める恐れがありますので、 
火力を下げることをおすすめします。 

•火力「12」の連続使用時間は最大約1◦分です。1◦分を超えると自動的に火力「11」に下がります。 

•火力「12」「11」の連続使用時間は合計で最大約15分です。15分を超えると自動的に火力「10」に下がります。 
•アルミ•銅鍋などは火力「12」に設定しても最大約 2.6 kW となります。 
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/ 

參右ヒーターで説明しています。 

•左•右ヒーターで同時に揚げものはできません。 
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❶ 

❷ 

❸ 

❹ 


油を入れた付属の天ぶら鍋を 
旧ヒーターの 中央に置く 


•必ず付属の天ぶら鍋をご使用ください。 

籲5甶量は約50 Og (560mL) 〜約80 Og (900mL) 
を入れてください。 


電源 

切/入 


を r ピッ j と鳴るまで押し、 


電 J 原ランプを点灯させる 

_を押し、「揚げもの j を 
点滅させる 


❺ 

❻ 



ス黑卜:を約1秒押し、 通電する 

メ □ディーが鳴ったら適温です。 


適温になったら調理する 


調理が終わったら 

「切 
:スタ-卜： 

続けて使わないときは 


133 を押し、 通電を切る 



•予熱が終了するとメロディーが鳴って、、 
「適温」を表示します。 

籲約80 Og の油で約10分かかります。 


電源 

切/入 


を押し、 鼋源を切る 
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付属の天ぶら鍋以外を使用しない 

灾災®原因 i こな G ます。 




揚げもの調理中は 


_搨げも0調理中はそば麩離れ 
_付屬0天ぶ5钃以外は絕鋪 

鍋底が変形したものは使わない。 

•鍋はヒーターの中央に置いてください。 

⑩必ず揚げ ft の温度コント□ールを使用する。 

#}fitt500g (5B0mL) 未満では調理しない。 

(油が過熱され、発火する恐れがあります。） 

⑩油煙が多く出た5爾源を®る。 


I 斧本參次のような場合、揚げもの鍋反り検知自動停止が作動し、通電を停止することがあります。 

I / ' / •鍋底が約 2 mm 以上反っていたり、変形した鍋を使用した場合（鍋を交換する ^ R 5''" J ) I 

• 鍋底やトッププレートに異物や汚れが付着している場合（お手入れをする ( HMR 1 K 39 I ) I 
•予熱中に油を注ぎ足した場合（揚げもの温度コント□—ルの設定をし直す ( H ^ R 18 J) 

[ ※油の種類によっては油煙が出る温度が異なります。（油の説明書を確認してください。） I 

I ※付属の天ぶら鍋は絶対に空だきしないでください。 

| ※再使用油は油煙が出やすくなります。 | 

籲揚げもの運転中に隣の IH ヒーターで湯をわかすなどの調理を行う場合、湯が跳ねて油の中に! 
入らないように火力の調節に注意してください。 I 

1〇 








































查ヒータ-™で_麗■曹る（つづき) 



參右ヒーターで説明しています。 
•アルミ•銅鍋は使えません。 
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❷ 

❸ 

❹ 


材料を入れた鍋を 
旧 ヒーターの 中央に置く 


電源 

如/入 


を r ピッ j と鳴るまで押し、 


電源ランプを点灯させる 

を押し、 『保温」 を 
点滅させる 


スタ-卜 


を約1秒押し、通電する 


❺ 

❻ 


♦保温中はときどきかきまぜて、焦げつかせ 
ないようにしてください。 

•長時間保温すると焦げつぐ場合があります。 
纛保温中も温度を変更でぎます。 

保温が終わったら 

^ を押し、通電を切る 

続けて使ねな U ときは 


電源 

切/入 


を押し、_源を切る 


參保温できるのは、汁物（みそ汁、スープなど）や力 
レー、シチューのみです。（ごはんや炒めものは 
保温できません。） 

•保温できる量は約200〜80 Og までです。 
※必ず調理終了後のあたたかい調理物を保温して 
ください。 



on 揚げ“保温^' 
uu 觔か_1戈テ-キ 



價げもの制湯わかし保温 K 炊飯卜 
磚はテ - キめものトー ー 


保温温度設定 

8G 鲁 SO 

カレー、シチューなど みそ汁、スープなど 

温度は目安です。調理物の種類や量、鍋の材質•大 
きさにより実際の温度と異なる場合があります。 

•最大約45分で自動的に通電を停止します。 
タイマーを使うときは f -^ p .35 1 

TOWOWWmWOOWWWOWWWOOTOWOWOWWWOOWWWWOWOWWWOWWOWWWOWWWOOWWWWWWWOOWW 

IKv ププレートの温度が約 80° C 以下になるまで 「高 
温注意」 表示をします。 


1^" 

1^ 
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•使用できるフライノてンには制限があります。^ P . 121 
•左•右ヒーターで同時に C 1 温サイフ) の同じメニューはできません。 
•右ヒーターで説明しています。 

•銅フライノ くンは使えません。 
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フライバンを旧ヒーターの中央に置く 


電源 

切/入 


を r ピッ j と鳴るまで押し、 


❸ 


電丨原ランプを点灯させる 

画:を押し、「炒めもの」または： 
「ステーキ」を点滅させる 

11：11：：；1；：11111111111111111；：；1：：：1 

よ卜を約藤し、通霞して漏丈ぽこ 



メ □ディーが鳴つ拓ら適温です心 


適温にな afc ら騮の火力を押し、様?をみながら離する 

調酬 a 淑謂 


調理が終わった5 


A を押し、通電を切る 

続けて使わ■ときは 


電源 

切/入 


を押し、 


を切る 


• ミ激轉激獲孩轉雜 

HP 

•熱いフライパンは十分冷ましてからご使用ください。 

(油が過熱され、発火する恐れがあります。） 

•熱いフライパンを使用すると通電を停止する場合があります。 
•予熱途中でフライパンをとりかえない、フライパンを動かさない。 
籲油煙が多く出たら電源を切る。 

•フライパンはヒーターの中央に圔き、調理中はそばを離れない。 
•適温になるまでフライパンに材料を入れないでご使用ください。 


メニュー選択 




I 


点減 ) 

mm 


「[揚げものわかし » r 保温 、 i 炊飯飞っ 

111園1 4ステ-キ Mi めもの卜--」 




1 


適 

ぐ日 


1 







z • 、次欲 〆 ハ 、、、''' 
^；：：：：：：： : ：：；：：：：；：；：；.：：：：^ 


11111 


L メ □ディ^) 


•予熱が終了するとメ □ディーが鳴って、「適温」を表示し 
ます。自動で予熱するため約4〜5分かかります。お急ぎ 
の場合はお好みの火力でご使用ください0 F » P .16] 

• 「適温」表示後、約1分以内に「火力」キーを押さ 
ないとブザーが鳴り通電を停止します。 

參鍋の材質•大きさ•形状•置く位置により「適温」表示になっ 
ても鍋の温度が高すぎたり低すぎたりする場合があります。 

mWW0WW00WW0WWm»00WWW0WW«»W00W0W0W9WW0WWWW0W0WWW0WW0WWW0WWW00WWWWWWW00W0WWWW000W0W0W0WWW00WWW« 

•トッププレートの温度が約80で以下になるまで「高 


L 意」表示をします。 


WM 1 
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1^- 
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臺_5ヒ _ 贄^-で H __ 画藿曹暮 


11111111111111111111111111111111111111111 11; 1111111111 

第參右ヒーターで説明しています。 

•左•右ヒーターで同時に自動炊飯はできません。 
•アルミ•銅鍋は使えません。 





_! 


'切 ， 




スキト4雛ふ4は此 

，7 / / / / / へ… 



コ … 



11111 iia 
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❶ 

❷ 

❸ 

❹ 


材料を入れた鍋(- » P .23) を 
旧ヒーターの 中央に置く 

S ? C __|を「ピッ j と鳴るまで押し、 

電源ランプを点灯させる 


を押し、 r 炊飯」を 


•炊飯中は、飛まつ(泡）が飛び散ります。 

•自動炊飯は、約37〜40分かかります。 

•炊飯終了後、ふたが開かないときは『弱火』で少し加熱してください。 
•炊飯の残時間が確定すると残時間を表示します。 


メニュー選択 


揚げ 

湯わ獅飯づ 




ステ-キ 1 書めもの卜 




点滅させる 


を押し、 


お米の量設定 


1カップ 


2カップ 


3カップ 


お米の量を設定する 


を約1秒押し、 通電する 


炊きかげん設定 

•お好みにより炊きかげん（鍋底の焦げ具合）が調 
節できます。 

通電スタート後のランプ点滅時（約1〇秒間）に 


を押します 


❺ 


•炊き上げ後、蒸らしが終わると、メロディ- 
が鳴り、 自動的に通電を停止します。 

自動炊飯が終わったら すぐにほぐす 

■けて使わないときは 

sfi n を押し、霞源を切る 


よ:わめ 


つよめ 


>トッププレートの温度が約 80° C 以下になるまで 「高 
温注意」 哀小をします。 广 一'、 
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